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「愛の次元」で生きるために 

とっても大事な３つのこと 
 

～愛の次元で生きる人が実践している３つの秘密の習慣～ 

～この３つの習慣で、愛の次元で生きよう！～ 

 
 
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
※ 文字を読むのが苦手な方、お急ぎの方は太字、アンダーライン、色文字※
※ のみを読んでください。                     ※
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

仕事やプライベートで 

こんな経験ありませんか？ 

１．やりたいことをするのにやる気が起きない 

２．やり方が分かっているのにやらない。 

３．やりたいことをしているのに満たされない。 

なぜなのでしょう？ 

 

「やりたくないことしたいですか？」と聞くと  

全員が「いいえ」と答えます。 

「やりたくないことしてますか？」と聞くと 

ほとんどの人が「はい」と答えます。 
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 このズレは、一体どこからくるのでしょう？ 

 

 

 

こんにちは、大倉幹也です。 

※ 【愛の次元】で生きるためのとっても大事な３つのこと ※ 

に興味を持ってくださりありがとうございます。 

 

【次元】とはが何なのか、【３つの次元】の詳細は、後ほどお伝えさせていた

だきます。 

 

まずは、実体験を 2 分弱で語っているこの音声を聞いてください。       

この音声は、僕が妻のノリコと出会った後、僕に起きた変化を語っています。 
  

こちらをクリック 
↓↓↓↓ 

http://mikiyaookura.com/partnership.mp3 
 
 
 

楽しそうでしょ～(^-^) 

本当にやりたいことに出会うと、人ってこんなにも変わるんですよ。 

僕の場合、愛の次元への変化は、パートナーシップから始まって、部屋、食べ

物、住むところという順番で、本当に求めていることに気付き、変わってきま

した。今も変化の最中で、ますます好きなことがやれるようになってきていま

す。 

 

http://mikiyaookura.com/partnership.mp3
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とはいえ 
僕は、自分の求めていることが全く分からなかったんです（爆） 

今でこそ、「愛の次元」とか分かったように言ってますが、以前にはまるっき

り分かってなかったんです。ほんとに。 

進学でも、就職選びでも、パートナーシップも、人間関係でも、たーくさんの

失敗をしてきました。読んでくださっている、みなさんよりも、はるかに失敗

して、間違えて、頭をぶつけて、遠回りしてきました。 

 

こじらせてた分を解消しようと思って、本を読み、セミナーで学び、友人の助

言や応援に助けられ、自分の体験を振り返ることで、いろんな事の理解が深ま

りました。自分自身の内側を変えることで、目に見えることの意味が変わり、

現実が変わっていることが体感できました。内側を変えれば（内側が元の愛の

次元に戻れば）、やりたいことをして楽しく生きられることが腑に落ちました。 

 

実践することで、自然体で楽に生きられるようになり、幸せなパートナーシッ

プや人間関係が手に入りました♪ 

そうした、内側の変化を起こすための大事な３つのことは、この後お伝えさせ

ていただきます。 

 

まずは、【愛の次元】から外れて【生存の次元】や【経済の次元】で生きてい

たころの僕が、どんな失敗をしていたのか、エピソードと振り返りを５つ紹介

しています。ぜひ、笑いながら読んでください(^-^)♪ 

 

エピソードを飛ばして読みたい人は８ページへ 
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エピソード１．怒られないことが動機の学生時代 

僕は、中高生の時、親に怒られないために勉強をしていました。結果的にそれ

なりの大学に入学出来たんだけど、、、、親が怒らなくなったことと、志望大

学でなかったことが重なって、大学に入って勉強の気力がなくなりました。そ

の分、アルバイトや自転車サークルにはまっていました。   

そして、大学を中退することにしました。 

 

～振り返って思うこと～ 

僕の母親は、成績悪いとすごく怒るんですよ。今でも怒られた時の記憶はでて

きます。怒られるのがイヤで、怒られないための唯一の解決策が、「良い成績

をとること」。怒られるのが嫌だったから、仕方なく勉強していたんですね。

大学も志望校ではなかったら、本当に学びたい内容じゃなかったんです。 

母親は勉強して良い大学に入れば、卒業して安定した会社に就職するものだと

思っていたようです。だから、僕が大学に入学したら怒らなくなり、怒られな

いことを原動力にしていた僕の勉強は終わりを告げて、大学を中退することに

なりました。 

 

 

２．向いてなかった理想の職場 

大学を辞めてフリーターを数年した後、カウンター席のある飲食店に就職する

ことにしました。8 カ月かけて理想の飲食店を探し、就職出来た！！ところまで

は良かったけど、自分に向いていないことに入社 1 ケ月で気付きました（爆） 
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～振り返って思うこと～ 

地元ではそこそこ有名な某大学に進学していた僕は、大学名で僕を判断される

のがなぜがすごくイヤだったんです。「自分を見て判断してほしい」そう思っ

て、カウンター越しで調理をする飲食店に就職しました。飲食店って美味しか

ったら、その料理をもう一度頼む人もいるし、気に入ればまた来てくれるから

評価が分かりやすいんです。そういうわかりやすい評価が欲しかったんですね。

大学名でなく、自分自身を褒めてほしかったんですね。だけど、お店はモーレ

ツに忙しい繁盛店。しかも反射神経が要求されるお店だったので、それほど機

敏に動けない僕には根本的に向いていなかったんです。入社後 1 ケ月目から落

胆の日々w 

 

 

 

３．新天地で仕事面は充実。しかし、内面は、、、 

店舗が向いていないので、新設される製造部の初代部長に立候補。そして見事

に命じられました。最初の 4 年間は、モーレツにがんばって、がんばって、が

んばってきました。業績も好調で安定してました。収入もグググッと増えまし

た。  だけど、身体は病気で倒れる直前まで疲れ果て、内面は目も当てられ

ないくらい、乾いていましたよ(笑)。  

 

 

～振り返って思うこと～ 

社長や他の社員さんに迷惑かけたくないし、仕事ができないと居場所がないと

思っていました。だから頑張って実績を出して、スゴイ人になって、認めらて

褒められたかった。安心したかったんですね。それで、身体の声を無視して病

気寸前までなったし、心の声は一切聞かずに、仕事に猛進していました。結果

的に実績を出して、結構な高収入になりました。それでも内側は満たされるこ
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となく、ずっと乾いていました。 

仕事が安定してくると、褒められなくなり乾きを感じてしまうので、常に変化

と成長を求めて褒められるようにしていました。お金を稼いでも周りから褒め

られても、乾きは満たされないのを体感しました。この頃から起業を考えるよ

うになりました。起業して高収入と時間のゆとりがあれば、お金と時間とスゴ

イと思われる w。そんなことを考えて、起業準備をしていた頃です。 

 

 

 

４．起業と封印 

会社を 12 年ほど勤めた後は、経営コンサルタントとして起業しました。 

けっこうな実績を残したし、休みもたくさん取れるようになりました。 

37歳位で飲食業では体験できなかったGWとお盆と年末年始に初めて休めたの

もこの頃です。仕事もお金も時間のゆとりも十分でした。この頃に結婚したの

でプライベートが一気に満たされ、楽しい毎日になりました。 ただ、仕事面

では今ひとつ心が満たされない状態でした。 

 

 

～振り返って思うこと～ 

仕事と時間とお金を手に入れて、やっと心の乾きの原因がそこに無いことに気

付きだしたころ。真剣に未来と自分のやりたいことを考えた時があって、その

時に本当にやりたいことに出会いました。だけど 2008 年当時には、あまりに

も時代より早すぎるので、一部の人に伝えるだけで、封印して経営コンサルタ

ントをしていました。 
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５．イタくて乾いたプライベート 

独身時代は仕事以外も見てみると、プライベートでは彼女探しも失敗の連続で

した（爆） 

内側が乾ききっていたので、言葉をうのみにして大失敗の連続でした。 

 

女の子：「大倉さんて素敵ですね♪」 

「素敵なお仕事されてますね」（実際は社交辞令） 

 

僕  ：（オレに気があるんだ♡と超強烈な勘違い） 

「付き合ってください！！」 

そして、玉砕（当然 w）  

 

こういうパターンを何度も何度も繰り返しては玉砕してました(^_^;; 

今でこそ、「そりゃそうだよ」と思うけど、当時は原因不明。押してダメなら

もっと押せ！！って感じでドン引きされていたのは、懐かしい思い出です w. 

絵に描いたような寂しい乾いた独身男性でした。 

 

 

～振り返って思うこと～ 

乾ききっててることに気付かなくって、うるおいを少しでもくれそうな人に出

会うと猛アタック‼ 相手の気持ちは置いといて前進あるのみ！！突撃―！！

ってな感じの、イタイ行動をとりまくってましたね～（お恥ずかしい）   

この頃から、色々と内側を見ていく学びをして、こういう心の乾きが見る目を

曇らせ、過剰に喜んだり、落ち込んだりさせていることに気付きました。自分

で自分を乾かしているにもかかわらず、周りの人から満たしてもらうために必

死なことに気付きました。 
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僕のエピソードをを読んでくださってありがとうございます。 

ご紹介させていただいたエピソードは、生存の次元や経済の次元の典型的な生

き方そのものと言えます。似たような生き方されていた方もいるのではないで

しょうか？ 

 

 

さて、ここからは、いよいよ愛の次元のお話です。 

僕は、自分や周りの人の失敗からの学び、うまくいったことから学び、たくさ

ん人体実験し、やりたいことをして楽しく生きる方法を身に着けました。そし

て、その方法とあり方をまとめたのが【愛の次元】の生き方です。 

 

【愛の次元】で生きるコツはとってもシンプルです。やり方を理解して取り組

めば、みんなが愛の次元で生きられると確信しています。 

 

次元とは何なのか、愛の次元の生き方ってどんな生き方なのでしょうか？ 

それでは、【愛の次元】への旅に出発しましょう♪ 
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次元の意味と３つの次元の特徴 

まずは言葉について説明していきます。 

次元というのは生きる上で最優先していることです。次元には大きく3つあり、

1 つ目が生存の次元。2 つ目が経済の次元。そして 3 つ目が愛の次元です。 

それぞれの違いを比べながら説明しますね。 

もっとも違うのは最優先していることです。 

生存の次元は、死なないこと・生き残ることを最優先してます。 

経済の次元は、損しないこと・儲かることを最優先してます。  

愛の次元は、好きなことやりたいことを最優先しています。 

 

 

生存の次元の生き方 

【生存の次元】の特徴 

生存の次元で生きる人は、傷つくこと、追い出されること、仕事を失うことが

とても怖いです。安定しているかどうかとっても気にします。今いる場所が気

に入らなくても、新しいことにチャレンジして安定感が無くなることの方がも

っとイヤで怖いのです。だから、不平不満を言いながらも、その安定を手放さ

ず、生き残ることを目標にしているのが生存の次元の特徴です。目指す目標や

将来の夢もありません。「死なないこと」「破産しないこと」「嫌われないこ

と」と否定文の目標が多いです。世の中全体や他の誰かを心配しながら生きて

います。 

 

 

【生存の次元】の人とのつながり 

生きる不安といつも一緒のこの次元の人は、人とのつながりも不安が基準です。 

一緒に不安を感じてくれる人、自分を安心させてくれる（守ってくれる）人と

つながっています。解決策は知りたくも思いつきたくもありません。とにかく
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心配しながら現状維持できて生き延びれたら良いのです。自分を守ってくれる

人、安心させてくれる人のもとで生活します。言われたことをしつつも、陰で

悪口や不安を言うのが心地よい生き方です。 

 

【生存の次元】が手放していること（あきらめていること） 

生存の次元で生きる人は、安心感や安定感と引き換えに手放していることがあ

ります。それは、お金、考えること、自分の可能性です。 

今の職場に不満があっても、転職しません。給料が安くても職場の居心地が悪

くなりそうだったら文句も言いません。昇給を求めるなんてもってのほかです。 

 

安心感をくれる人の言うことに「そうだ！そうだ！」と内容に関係なく共感す

るのが生き方なので、自分で考えることも手放しています。 

自分の可能性を伸ばすこともしません。失敗をして恥をかくと生きられないと

心底信じているからです。100％絶対うまくいくこと、怒られないこと、他の人

がしていること、安心安全が一番なので、自分の可能性に挑戦などとは思いま

せん。 

 

経済の次元の生き方 

【経済の次元】の特徴 

経済の次元の人が最優先するのは、損しないことと儲かることです。 

お金持ちになること、儲け話、節約ノウハウ、安く買うことが日ごろの関心で

す。 

お金に力や安心を見ているのもこの次元の特徴で、人よりもお金を信頼してい

ます。 

お金持ちになるには人より多く稼がないといけないので、激しい競争意識と負

けたらどうしようという不安を抱えつつ生きています。 
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なめられないようにマナーを身に着け、スゴイと言われるような場所に住み、

どう見られているかを極度に気にしています。 

いつも我慢して競争しているので、勝てば優越感、負ければ劣等感を感じてい

ます。 

自由な人には「そんなことしてたらアカーン‼」と正しさの攻撃をしています。 

お金持ちや安定収入が目標なので、お金儲けにならないことをしている人が不

思議でなりません。 

 

 

【経済の次元】の人のつながり 

経済の次元の人のつながりは、お金の損得が基準です。自分に得をもたらして

くれる人を大事にします。ただし、その行動は薄っぺらい時が多く、大事にさ

れている方も分かっているのですが、お互いにお金の得になれば良いと割り切

っている関係なので、表面的には親しげですが、実質はそれほどではありませ

ん。 

「お金の切れ目が縁の切れ目」というのはこの次元の人のための言葉です。お

金にならない、もっとお金になるものが見つかるとサッサと乗り換えるのがこ

の次元のつながりです。 

お金を稼ぐため、貯めるためには、仕事で稼ぐことも大事ですが、利権者とつ

ながることも大事だと考えています。予算の配分を決められる人、気に入られ

たら安定収入につながる人には徹底して媚びて、相手を持ち上げて安定収入に

つなげようとします。 

 

【経済の次元】が手放していること（あきらめていること） 

経済の次元で生きる人は、収入や売上と引き換えに明け渡していることがあり

ます。それは、家庭、仕事以外の楽しみ、心の平安です。 

収入を増やして、良い暮らしをすることが目標なのですが、高額なものと知名

度があるモノが《良いもの》なのです。みんなが知ってる高級品を身に着け、

豪邸に住むことはお金という富の象徴であり、経済の次元で生きる人にとって

は勝者に見えるのです。 

そして、お金を稼ぐことは、競争に勝つことであり、やりたいことより儲かる

ことが何より大事なことです。生活を通して仕事のネタを探しているのもこの

次元の人です。 
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競争に勝たないとダメ、勝っていても安心してはダメ、油断していてもダメだ

し、なめられてもダメ、負けてもダメなので、常に戦闘モードのためストレス

を常に抱えています。 

お金のためにやりたくないことをしているので、慢性的にストレスがたまって

いて、イライラしています。その結果、組織の空気は冷え、家庭も寒いことが

あります。 

お金を稼ぐため、貯金を殖やすためには、イライラして健康を害しても仕方が

ない、人間関係が悪くても仕方がない、家庭が冷たくても仕方がない、仕事以

外はいらない。収入や貯金がないことが一番の問題だ。お金があると全てが解

決する。 

そんな風に思って、家庭や心の平安や仕事以外の楽しみを手放しているのが経

済の次元です。 

 

 

愛の次元の生き方 

【愛の次元】の特徴 

愛の次元の人は、やりたいこと好きなことを最優先する生き方です。 

食べたい、寝たい、起きたい、会いたい、散歩したい、買いたい、持ってもら

いたい、座りたい、聴きたい、唄いたい、話したい、抱きしめてもらいたい、

つくりたい。 

仕事、遊び関係なく「やりたいこと」を最優先して日々過ごしています。 

 

仕事以外、いろんなやりたいことがあって、仕事以外も楽しんでいます。 

やりたいことをしているので、ストレスがほぼなく、いつも楽しそうでエネル

ギッシュです。その楽しそうな感じが、一緒に楽しみたい人を引き寄せて、仕

事、プライベート関係なく楽しく過ごしています。 

 

仕事は成功よりも、していて楽しいかどうかが最大の関心事。精一杯やってみ

て、結果はお任せ。うまくいっても楽しそう、失敗しても楽しそうです。 

買い物は、自分の好きが優先。食べ物は自分の美味しいが優先。 

自分が心地よく、楽しく過ごすことが最優先な生き方です。 

『楽しい気分を味わい続けられるように、仕事、住むところ、持ち物、人間関

係を作っていく』。そういう感覚で生きています。 

例えるなら、 
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海外旅行の雑誌を買ってきてどこに行こうかなってワクワクしながら見ている

生き方。車を買おうと思って、どんな車にしようかなーと選ぶ感覚♪  

ちょっとおしゃれをしようと思うんだけどどんな服にしようかなぁ、と思って

ウィンドウショッピングしている。 

スイーツ店で「どのスイーツにしようかなぁ♡」とメニューを選んでるような

感覚です。 

 

愛の次元の人は、苦手なことはほとんどしないし、やりたくないことは全くと

いって良いくらいやりません。やりたいことで上達する努力はするものの、苦

手なことを克服する努力は一切しません。 

そのやりたい放題で自由奔放で自己中心的な感じは、我慢している人をイライ

ラさせることはあるものの、自由に生きてる友人達は、たいして気にしていま

せん。 

 

 

【愛の次元】の人のつながり 

愛の次元の人のつながりは、楽しいことを一緒にする仲間が一番イメージしや

すいでしょう。自分の好きなことを一緒に楽しむ人、楽しんでいる自分を楽し

んで受け入れてくれる人と、仕事をしたり、遊んだりしています。やりたい面

白そうなことをキャッキャと楽しむ人とつながっています。その心のつながり

は、回数や過ごした時間に影響されません。物理的に一緒にいなくても、心の

中で一緒にいるような感覚で繋がっています。 

 

愛するもの、大切なモノ、共通の理想を守り、広めることもやりたいことの一

環としてあるので、同じ方向を向いた人とのつながりが、年齢性別出身地に関

係なくあるのが特徴的です。 

 

 

愛の次元が手放していること（あきらめていること） 

愛の次元で生きる人は、好きなことやりたいことと引き換えに明け渡している

ことがあります。それは、安定、批判、誤解です。 
やりたいことをしていくときに、やり方が一般的にはうまくいきにくい方法だ

ったり、時間がかかる方法だったりします。お金がかかる時もあるし、収入を
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止めてしまうこともあります。誤解を招きかねない場合もあります。そうした

ディメリットを承知の上でも、やりたいことをするので、どうしても安定を手

放す必要があるのです。 

 

やりたいことをすると、場違い、常識はずれ、気が利かない、KY（空気読めな

いヤツ）と言われることがあります。そう思われるかもしれないことは重々承

知なのですが、止める気持ちはありません（笑）。 正直で素直でありたいの

です。 

 

近しい人には、そうする理由を説明できますが、聞く耳持たない相手、思い込

みの激しい人、頭の固い人には理解されません。誤解されたままということも

あります。 

誤解している相手に持論を説いて回ることよりも、自分の価値観と会う人とや

りたいことを優先します。だから、誤解されることは仕方がないと受け入れて

います。 

 

それに、怒りや不安、嫉妬などの感情は、生み出したその人の中に原因があっ

て、私には原因がないことを知っています。 
 

 

ミニワーク 

あなたは、普段、どの次元で生きていますか？ 

そして、どの次元で生きたいでしょうか？ 
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次元の種類と一覧 

 
生存の次元 経済の次元 愛の次元 

最優先すること 
死なないこと 

生き残ること 

損しないこと 

儲かること 

好きなこと 

やりたいこと 

つながり 
不安・権力 お金の損得 

利権 

楽しい・好き 

愛・共通の理想 

目標 
生き残ること お金持ち 

安定収入 

内側を満たす 

いつも自分らしく 
       

手放していること 

お金 

考えること 

自分の可能性 

家庭 

仕事以外の楽しみ 

心の平安 

安定 

批判 

誤解 

 

 

【重要】次元下降してしまう理由 

わたしたちは、愛の次元が本来の居場所です。 

すきなこと、やりたいことをして自然体で内側を満たして生きるのが本来の生

き方です。 

ですが、私たちは【生存の次元】や【経済の次元】に落ちてしまっています。 

その原因が分かることで、対処できるようになり、愛の次元で生きられるよう

になります。 

 

では、今から、愛の次元から生存の次元や経済の次元に落ちてしまう理由をお

伝えしますね。しっかりと理解をして役立ててください。 
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愛の次元から次元下降してしまう理由。それは、《あなたのフィルターの中に

あなたを止める思い込みがある》からです。 

 

 

私たちは、何かの考えや情報に触れた時に、一人ひとり中身の違うフィルター

を通して判断しています。フィルターの中には、思い込みがあります。 

 

イヤな気分を感じることになった行動は、「悪い行動」と思い込み、今後はし

ないようになります。 

心地よい気分を感じることになった行動は、「良い行動」と思い込み、今後も

し続けるようになります。 

 

 

例えば、 

学校の成績が悪くって怒られたイヤな記憶のある人は、「成績悪いことはダメ」

「成績悪い私はダメ」と思い込みます。そして、怒られないように「成績優秀」

を目指します。 

自分がやると好成績を取れそうなことを選ぶようになります。 

好成績が取れそうなものがないと、何もしなくなります。 

 

「じっとしていなさい」とか邪魔者扱いされて傷ついた記憶のある人は、 

「わたしは邪魔者」「わたしは自由に動くと怒られる」と思い込みます。 

そして、他の人の邪魔にならないように生きる。気配を消していきるようにな

ります。 

 

笑顔が褒められたのがうれしかった記憶のある人は、「笑顔が良い」と思い笑

顔で過ごすようになります。腹の立つことがあっても、笑顔でいることが優先

され感じているイヤな感情を伝えません。ムスッとしたりすることもないので、

やられ放題になっています。 

 

 

などなど、親、兄弟、先生は色んなことで褒めたり怒ったりしてきます。 

その内容が、愛の次元からのアドバイスだったら良いのですが、残念ながらそ

ういうことはありません。最近までは、多くの人が【生存の次元】や【経済の

次元】で生きているので、わたしたちが両親、兄弟、先生、から教えられてい
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ることは、今までの社会でおとなしく適応して生きる方法であって、やりたい

ことをして生きる方法ではありません。 

 

多くの場合こんな内容ではないでしょうか 

親を喜ばせる。無駄遣いしない。失敗はダメ。迷惑かけてはいけない。体裁を

整えないといけない。良い子でいること。悪いコトしないこと。悲しませない

こと。ケンカをしないこと。誰とでも仲良くいること。我慢は大事。お金持ち

は根性悪い。結婚とは忍耐。優しくしよう。 

 

どうしてこういうことを子供に教えるのでしょうか？ 

 

それは、両親がさらに上の世代の両親から教えられてきたことだし、学校でも

教えられてきたことだからです。 

 

 

説明しますね。 

それは、上のような教えは、両親やおじいちゃん、おばあちゃんが若いころに

は主流であり正解でした。 

誤解を恐れず言うならば、《人間関係が限られた農村でお見合い結婚した女性

の価値観（処世術）》です。 

 

江戸時代から昭和５０年位までは（40 年位前までは）、多くの人が食べ物やお

金、仕事で苦労した経験がありました。仕事数が少なく、就職も思うようにい

きませんでした。 

給料が低くても、労働環境が悪くても、生き抜くためには、《我慢する》こと

が必須でした。食べ物も少なかったので、食べ物があるだけでうれしく、美味

しいものだけを食べるなどは、夢のまた夢。とにかく満腹になるだけで良かっ

たのです。 

 

農業をしているので、田植えや収穫時には地域のみんなで協力し合っていまし

た。だから、地域で嫌われることが死活問題だったんです。たとえ隣の人が大

嫌いでも、表面的には何ともないように接するのが生き残るための秘訣でした。 

 

結婚は、適齢期になったらよく知らない相手と結婚し、一生添い遂げるのが当

たり前。結婚は、子孫繁栄のためにするもんだから子供を作って当たり前。 

離婚なんてもってのほかだから、我慢して生きるしかない。 
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自分の居場所は他にはないから、自分の本心を隠してでもここで生きるしかな

い。江戸時代から近年まで続いていた【生存の次元】や【経済の次元】の価値

観を教えられてきたのです。 

 

私たちは、小さなころに両親や先生から江戸時代的な生き方を教わってしまっ

ているんです。その教えがフィルターの中に思い込みとして残っていて、思考

や行動を制限しています。 

 

 

だけど、ここ 20 年ではどうでしょう？ 

 

離婚しても白い目で見られないし、転職しても非難されないですよね？ 

価値観の多様性が進んでマイノリティや変わり者が生きやすくなっているし、

距離に関係なく出会えるようになりました。ずいぶんと生き方が自由になり楽

になりました。 

 

食べ物も溢れかえっているし、求人誌には仕事が溢れかえっているし、ネット

と使えば起業も楽だし、情報はたくさんあるし、海外旅行は安いし、引っ越し

も楽ちんです。 

 

好きな人と結婚する。好きなことを仕事にする。嫌になったら転職、離婚する。

このあたりは一般的になっています。 

 

迷惑かけてもやりたいことをする。嫌になったら辞める、やりたくないことは

やらない。親が反対しても自分の好きなことを選ぶ。このあたりが一般的にな

る日も近いし、これからの新しい時代を生きる人として、きわめて自然な考え

だと思います。 

 

 

フィルターの中にあるあなたを止めようとする思い込みを手放すことで、あな

たは自然と愛の次元に戻ります。 

だって、その思い込み、生まれた時は持っていなかったでしょ？後付けで学習

したことでしょ？後付けで学習したことは上書きすれば、驚くくらい簡単に消

えますよ 
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大事なことなので、もう一度繰り返します。 
  
  

あなたが正解だと思い込んでいることは、資本主義の元、離婚も転職も冷たい

目で見られ、ネットで情報をとることも、発信することもできなかったし、起

業しにくく、異性との出会いが半径 3 キロに限られていた時代の価値観です。 

両親やおじいちゃん、おばあちゃんが若いころには正解だったけど、自由で豊

かな現代には、しっくりこない価値観です。 
  

あなたを止める思い込みを無視しろ！！と言ってるわけではありません。 

その思い込み、あなたがやりたいことをするのを止めていますか？ 

後押ししてくれていますか？ 

あなたを止めているなら、その思い込みを手放すことをオススメします。 

そして、自分を後押しする思い込みを持つことがとってもオススメです。 

 

生まれた時に持っていなかった、思い込みは全て捨ててしまって大丈夫!! 
   

ワタシを後押ししてくれる思い込みを持ちましょう♪ 
   
 

 

次のページから、いよいよ核心に迫っていきます。 

愛の次元で生きるための秘密がいよいよ公開されます♪ 
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目標を叶えても満たされない理由 

ここで最初の質問に戻ります。 

仕事やプライベートでこんな経験ありませんか？ 

１．やりたいことをするはずなのにやる気が起きない 

２．やり方も分かっているのにやらない。 

３．やりたいことをしているのに満たされない。 

なぜだか分かりますか？ 

 

そして、 

「やりたくないことしたいですか？」と聞くと 全員が「いいえ」と答えます。 

「やりたくないことしてますか？」と聞くとほとんどの人が「はい」と答えます。 

このズレは、一体どこからくるのでしょうか？ 

 

 

それは、本当にやりたいこと以外を目標にしていることが一番の理由です。 

わたしたちは、小さいころから【生存の次元】や【経済の次元】の生き方を教

えられてきたので、本当にやりたいことを考えているつもりでも、ついつい【生

存の次元】的なやりたいこと、【経済の次元】的なやりたいこと、を考えてしま

うのです。 

 

そうした本当に欲しいもの以外を目標にしているから、気力が出ないし、やり

たくないし、達成しても満たされないのは当然です。ホントは東京に行きたい

人は、鳥取に行く気が起きないんです。ホントはご飯を食べたい人は、パンを

食べても満足できないんです。ハーブティーを飲みたい人は、緑茶じゃ満足で

きないんですｗ 

 

したくないことでもやり方が分かれば、仕事でもプライベートでもかなりの事

ができるようになります。目標が叶う訳です。だけど、本当はやりたくない事

を目標にしているから目標を叶えても満たされない、むなしい状態。当たり前

と言えば当たり前の状態です。エピソードで紹介した通りすべて体験と実証を

してきました。 
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愛の次元で生きるためにとっても大事なこと１ 

本当にやりたいことに出会う 

 

  
１.やりたいことにチャレンジして、思い込みを見つける 
 
生きるための不安・恐怖の思い込みが強いと【生存の次元】に落ちます。 

お金の不安・恐怖の思い込みが強いと【経済の次元】におちます。 

 

私たちは、ほぼ全員、無意識に影響を受けています。 

影響を受けている内容は、両輪の価値観、両親に怒られたこと、本で書いてあ

ったこと、テレビドラマ、小学校で教えられたこと、などから影響を受けてい

ます。 

 

戦後から平成に入るまでは、とっても順風満帆な成長期だったため、多くの日

本人の思い込みが≪常識≫として固まっています。 

その≪常識≫という思い込みと、わたしたち本来の生き方である【愛の次元】の

生き方は、違うことが多々あります。 

 

自分の気持ちよりも≪常識≫という思い込みを優先した時に、やりたいことが出

来なくなります。 

 

常識は時代の変化で、いとも簡単に変わります。 

みんなが言ってること、やってることが正しいとは限らないんです。 

 

ですから、やりたいことは、どんな小さいことでもチャレンジしてください。 

もし、やりたいことを”キュッ”とブレーキがかかった時は、チャンスです。 

どんな思い込みがブレーキになっているのか、探ってみてください。 

 

やりたいことをやる前から「無理だ」と思って諦めている時も、チャンスです。 

どんな思い込みがあって、「無理だ」と思ってしまっているのか、探ってみて

ください。 
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思い込みを見つけて、手放すことでやりたいことができるようになっていきま

す。 

 

 

 

2．やりたいことを思い出す 
本当にやりたいことにであうためにオススメの方法があります。瞑想、自然の

中を散歩する、単調作業をする、などです。本当にやりたいことは考えるとい

うよりも、《思い出す》や《ひらめく》感覚が近いです。 

 

それは、美しい自然のあるところに住むことかもしれないし 絵を描くことかも

しれません 歌を歌うことかもしれないし動物達と遊ぶことかもしれません そ

れとも近所の道路のゴミ拾いかもしれません。起業することかもしれませんし、

海外旅行にいくことかもしれません。 

 

生きられればいいと思っていたのが、実はダンサーになりたかった。とか 

大企業の経営者になって、豪邸に住むことだったのが、田舎でのんびり釣りを

すること。とか想像外のものが出てくる可能性が高いです。 

 

「ええー！！これなの！？」と驚くかもしれないし 

「あ～、これだったんだ」と納得するかもしれません 

想定外のことが出てきた時でも 

「そうかもしれない」と受け入れてみてください。 

 

また、小さなころに没頭していたことにもヒントがあります。 

小さなころ、何に熱中していたか思い出してみてください。 

ご両親や兄弟に聞いてみるのもオススメです。 

 

 

開放の涙 
本当にやりたいことを思い出すと、「あ～、これだったんだ」とポカンとした

り、涙が自然とあふれてくる時があります。 

 

この涙は、開放の涙です。 

恐怖からの行動や別人を演じて自己否定をし続けることは、身体や心にとって、

辛くって辛くって仕方がなかったんです。 
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だけど、 

「生きていくためには、我慢しなくちゃいけないんだ」 

「お金を稼ぐためには、素の自分なんかじゃだめなんだ。。。」 

「努力して、変化しないと生き残れないんだ」 

 

こんな風に思い込んで、一生懸命に頑張ってきたのです。 

そのストレスは、ものすごいものです。 

潜在意識のあなたや身体は信号を送ったり、悲鳴を上げたりしていたのですが、

顕在意識のあなた（思考）が聞いてくれませんでした。 

開放の涙は、潜在意識のあなたと身体がストレスから解放されると感じて喜ん

でいる涙なんです。 

 

だから、泣いても大丈夫です。安心して泣いてください。 

精妙な心の声を聞いてあげてくださいね。 

 

 

 
愛の次元で生きるためにとっても大事なこと１ 

～～本当にやりたいことに出会う～～ 

 

ステップ 1．やりたいことにチャレンジして、思い込みを見つける 

ステップ 2．やりたいことを思い出す 

      （オススメは：瞑想・散歩・単調作業・小さいころ） 

 

開放の涙が出たら、泣きましょう 

 

 
次のページからは、愛の次元で生きるためにとっても大事なこと２です。 

どんな内容なのでしょうね 
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愛の次元で生きるためにとっても大事なこと２ 

 
楽しいプロセス（道中）を歩む 

 
 

願望達成とか目標実現で辛いことって何か分かりますか？ 

 

それは達成しているプロセス（道中）が辛いこと。 

辛いことを我慢して頑張ったご褒美で願望が叶うって思い込んでいると、「辛い

プロセスの先にこそ、願望が実現できる」って思ってしまい、楽しい道と辛い

道があったらちゅうちょせずに辛い方を選んでしまいます。そんな事していま

せんか？ 

 

目標とか、願望は途中で変わる時があります。 

 

ある時点で「それがいい！！」と思って進んでいたとして、途中で全く異質な

人に出会ったり、聞いたこともない情報に触れて価値観が変わることがありま

す。 

そういう時には今までの目標を手放して、新しい目標に方向を変えて進んでく

ださい。それが自然な流れです。 

 

その時に、途中のプロセスが辛くっても我慢して頑張ってきた人は、方向性を

変えると、苦労が無駄になると思ってしまいます。苦労が無駄になるのが耐え

られないから、新しい出会いや情報を捨ててしまい、古い目標に固執して苦難

の道を歩み続けてしまいます。 ご注意ください。 

 

 

楽しいプロセス（道中）を歩んでいると、それだけで楽しいものです。 

新しい人や情報に出会っても、サッと新しい方向にサッと変えられるし、願望

や目標が叶わなくても、「それでも、楽しいからいいか」って軽く楽しい感覚。 

時代の変化にも乗りやすいです。 

願望や目標が叶わなくてもいいと思って楽しいプロセスを歩むと、今がなによ

り楽しくなります。 

そうして、楽しんでいる姿が「楽しさの循環」を生みます。 

 



25 

 

本当に求めていることは願望や目標と似ています。 

途中で変わることもあるし、叶わない時もあります。 

 

最初に浮かんだ本当に求めていることは、次のステップの本当に求めているこ

とに出会うために必要だから、あなたの頭に浮かんだ可能性もあります。 

願望や目標は叶わない時があります。思っても、行動しても、祈っても、助け

てもらっても叶わない目標が必ずあります。 

 

また、本当に求めていることが壮大なテーマで何百年もかかるようなことかも

しれません。そういう時もありえるので、目標を叶えることに執着せずに、プ

ロセス（道中）を楽しく歩んでいきましょう。 

 

楽しむと起きること 
繰り返し、なんども楽しみましょうと伝えているのには意味があります。 

そのあたりを説明しますね。 

この 3 人のうちあなたは誰と時間を過ごしたいですか？ 

 

しかめっ面で辛そうに取り組んでいる人。 

恐怖から行動している人。 

楽しそうにしている人。 

 

全員が楽しそうにしている人を選んでくれたと思います（きっとそう）。 

 

楽しさの循環 
楽しいプロセスを歩んでいると、楽しさの循環が始まります。 

 

楽しいことをする→B.楽しんでいる姿に人が集まる→楽しんでいる理由を聞く

と楽しくなる→応援したくなる→商品がある時は買いたくなる→アイデアが沸

いてくる→もっと楽しいことをする→B へ戻る 

 

不思議なことかもしれませんが、人の発信する文字や音声や画像や商品・サー

ビスは、作った人の気持ち、考え、描いているビジョンや人柄などを伝えます。 

 

そして、楽しいことをしている人の周りには、楽しい人が集まります。 

自由に楽しそうにしていると自分もその中に入りたくなります。 

楽しんでいるときは、もっと楽しむためのアイデアが出てきます♪ 
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楽しんでいる

姿を知る 

興味を持った

人が集まる 

楽しんでいる

理由を知る 

一緒に楽しみ

たくなる・応

援したくなる 

楽しみの循環

が広がる 

「やったら楽しそうだし、それくらいなら失敗してもいいか」という軽い気持

ちで取り組むからますます可能性が広がります♪♪ 

 

とりくんだ中にはとってもうまくいくものもあり、 

ますます楽しくなります♪♪♪ 

 

そして、その楽しさにますます多くの人が興味を持って集まってくるのです。 

あたらしい人が参加する隙間を開けておくと、喜んで手伝いに来てくれます♪ 

 

これがプロセスを楽しんでいる時に起きる楽しさの循環です。 

 

～～楽しさの循環～～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

楽しい 
 

プロセス 
 

を歩む 
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「楽しむこと」へ 3 つの次元で反応の違い 
 

生存の次元と経済の次元の人の多くは、「楽しんでいい」「プロセスが楽しけれ

ばいい」「目標を変えてもいい」というのが分かりません。 

 

自分を楽しさで満たすことよりも、嫌われないこと、変な人と思われないこと、

お金のつながりが消えないことを優先しているからです。たとえ理屈で理解で

きたとしても 100％そうなる保証がないと動かないのもこの次元の特徴です。 

 

愛の次元で生きる人は、やりたいこと、好きなことが最優先な生き方。 

周りの人の感情は、周りの人の問題で自分にはどうすることもできないのを知

っています。だから、嫌われても、怒られても、あまり気にしません。 

怒っても気にしない様子が、生存の次元や経済の次元の人をもっと怒らせるわ

けですが、それでも気にしません（笑）。 

 

やりたいことをするってことをなにより大切にして優先しているからです。 

それに、自分が楽しんでいることで楽しんでくれる仲間に出会えると分かって

いるので、自分と生き方の違う人の批判は気にせず行動します。 

 

 

 
愛の次元で生きるためにとっても大事なこと２ 

～～楽しいプロセス（道中）を歩む～～ 

 

達成した時だけでなく、プロセス（道中）も楽しいものにしましょう♪ 

       目標や願望は変えたくなったら変えましょう 

   楽しさの循環が起きたら、興味ある人と一緒に楽しみましょう♪ 

 

 

いよいよ、次は最後の 3 つ目です。 

とっても大事なことなので、ぜひ最後まで読んで下さいね 

 

 

  



28 

 

愛の次元で生きるためにとっても大事なこと３ 
 

自己愛を高める 
 

 

【生存の次元】や【経済の次元】はつくった自分で周りの人と接します。 

 

本当に言いたいことは言わないし、自分の本心がばれないように気を遣って人

付き合いしています。 

覆面を被り変装して人付き合いしているようなもの。 

「あなた、良い人ね」と受け入れてもらって一時は安心するけれど、関係を深

めると本心がばれるんじゃないか、覆面を外したらガッカリさせるんじゃない

か、覆面がずれているんじゃないかと色々と思っています。だから、心を許し

た人間関係をつくることができません。 

 

仕事でも友達付き合いでも心を許すことができないのです。 

離婚が一般化した現代では、家庭内であっても覆面を外せない人も増えている

ようです。 

 

生存の次元】や【経済の次元】で生きる人は、ありのままの自然体の自分を否

定して、自分を変形させて別な自分に仕立てて、思ってもないことを言ったり、

やりたいことは我慢しています。 

 

その根本にある考えは、「素の自分はダメだ」という自己否定です。 

 

おそらく 4 歳から６歳の間で自然体で普通にしていたのに、こっぴどく怒られ

る経験や、劣等感を感じさせられる経験があったはずです。 

その時が原因で思ってしまっただろうリストがこれです。 

 

「素の自分はダメなんだ」「変わらなくっちゃいけないんだ」 

「怒られないようにしよう」「恥ずかしくないようにしよう」 

「迷惑かけないようにしよう」「目立たないようにしよう」 

「邪魔にならないようにしよう」「我慢していよう」 

「良い子でいよう」「褒められるようにしよう」 

「かまってもらえるようにしよう」「愛してもらえるようにしよう」 
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20 歳になるころには、そもそもの原因は覚えていなくって、「怒られないよう

にしよう」とか「我慢していよう」という考え方だけが残っています。 

 

自己否定が生む負のスパイラル 

素の自分はダメだと思うと変身したくなります。 

素の自分がしょぼいと思っているとスゴイ人になりたくなります。 

素の自分が無力だと思っていると力を身に着けたくなります。 

素の自分が邪魔だと思っていると役に立ちたくなります。 

 

つまり、自分に無いものを求めて補強しようとします。 

 

その補強した自分で、自分以外の誰かから、褒められ、認められ、喜ばれる、

お役に立つことで自分を満たそうとするのです。 

 

自己否定して乾いたところを、周りの人に満たしてもらおうとするのです。 

 

褒められること、認められること、褒められること、お役に立つことは、とっ

ても素晴らしいコトだと思いますが、最優先になってはいけないことでもあり

ます。 

最優先は、自分がやりたいこと、好きなこと、楽しいことです。 

 

相手の反応に関係なく、やりたいからする。 

 

相手の反応は置いといて、やりたいことをしている自分、好きなことをしてい

る自分を認めて褒めてあげましょう！ 
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褒められる・認められる・喜ばれる・お役に立つことが 
最優先になるとどうなるのか 

 

認められる→よろこぶ→いつまで喜んでもらえるか不安→危機感からの勉強 

          →もっと喜んでもらおう→自分らしさから離れていく 

 

認められない→悲しい→相手に怒り→縁を切る 

      →落胆する→劣等感に陥る→別の人の認められようとする 

 

 

つまり、認められても危機感感じるし、やりたくないことし続けることに

なります。人間関係を一新したりします。転職を繰り返すことにもなるで

しょうし、セミナージプシーになることもあります。 

転職やセミナージプシーも、後々には役立つこともあるのでするのはかま

いませんが、勝手に怒りを感じて縁をきるのは避けたいことです。 

相手は悪気があって喜ばなかったわけではないのです。喜んでもらうこと

が最優先になり、相手の事を思って一生懸命考えてやった結果、喜んでく

れないから怒りを感じて縁を切る事になってしまいます。 

原因は、相手に喜んでもらうことを最優先にしてしまったからです。 

相手は悪くありません。こうすれば相手が喜ぶもんだと期待してしまった

ことが原因です。 

 

褒められることも、お役に立つことも同じです。 

僕も数十年間、会社に喜んでもらうため、誰かに喜んでもらうために、一

生懸命取り組んできました。その結果、切れてしまった縁もあります。な

によりも、自己否定をすることで、自分を乾いた状態にしていたことが、

一番の問題でした。 

自分が乾くと、外側に満たしてもらいたくなります。 

そのために、要らない勉強したり、本音を隠したり、短所を隠したり、実

績を誇張したり、誰かの知り合いだと自慢したり、ちょっと褒められたら

有頂天になったり、必要ないものを買ったりしてきました。 

外側から満たすのは、一瞬は満たされた気になんだけど、あっという間に

乾いてしまい、キリがないんです。 
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僕の場合は、「世間に合わせられない」ことがずいぶんと乾きの原因になっ

ていたので、どうやって解消したのかをおつたえしますので、参考にして

ください。 

 

 

１.素の自分を受け入れてみよう（認めてみよう） 
「自分は、世間に合わせられない人なんだ」。 

それがばれないように、一生懸命コミュニケーションをとっていたんだ。 

世間とずれないように心配していたんだ。。とある時気付きました。 

 

まずは、 

「自分は、世間に合わせられない人なんだ」と声に出しました。 

「世間に合わせられないのが怖くって、合わそうとしていたんだ」 

「嫌われたくなくって、変人だと思われたくなくって、合わしてきたんだ」 

と声に出しました。 

 

否定していたありのままの自分を認めることで、 

心はずいぶんと穏やかになりました。 

 

「自分は、世間に合わせられない人なんだ」を何度も言っているうちに 

「そうだよね」「そうだったよね」と受け入れられるようになってきます。 

何度も繰り返していうことで、どんどんと受け入れることができるようになり、

身体が緩みだしてくるのを感じるようになりました。 

 

 

 

２.素の自分を肯定してみよう 

「自分は、世間に合わせられない人だ」「本当にそうだなぁ」 

「世間に合わせられないのが自分だな」「そういう人だ」 

と何度も言っているうちに徐々に肯定できるようになりました。 

 

否定していたありのままの自分を肯定すると、自分に優しくなります。 

人と接しても、緊張が減り楽しめるようになっていきます。 

自分を攻撃してくると思っていたアノ人が、まったくの勘違いだったことに気

づくでしょう。冗談も言えるようになってきます。 
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「世間にあわせられなくても良い」と肯定してみましょう。 

肯定することで【世間に合わせず生きている人】が見るようになります。 

同じものを見ていても今までとは全く違った見え方になります。 

自己否定している人に気付くようになるのもこの頃からです。 

 

３.素の自分を愛してみよう 

愛という字は「受け入れる」の「受」中に「心」があります。心から受け入れ

ることが「愛」と意味しているように感じます。 

 

受け入れにくい自分を心から受け入れてみましょう。 

そんな自分を愛してみよう 

 

「世間に合わせられない自分って大好き」 

「世間に合わせられない自分て素晴らしいなぁ」 

「世間に合わせられない自分、愛してる！」と声に出して言ってみました。 

 

何度も言っているうちに、開放の涙があふれ出てきました。 

 

「世間に合わせられない自分って大好き」 

「世間に合わせられない自分て素晴らしいなぁ」 

「世間に合わせられない自分、愛してる！」 

 

繰り返し言ってるうちに、愛せるようになってきました。 

 

「そうだな。自分のこと大好きだ」 

「世間に合わせるの疲れたしなぁ」 

「そもそもの自分を否定して生きるって辛いし、乾くよなぁ」 

「世間に合わさず生きてみようか」 

「というか、それしかできないし」 

「よし、思い切ってカミングアウトしてみよう」 

「これで離れる人がいたら、それまでだ」 

 

 

そう思い、勇気をもって「世間に合わせられないこと」を 

カミングアウトしてみたら、、、 
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「うん、世間に合わせられないの知ってたよ」 

「というか、合わせられてるつもりだったの？」と 

驚かれるやら笑われるやら w 

 

本人だけが隠しててばれてないつもりだったけど、実は周りの人にはバレバレ

でした。（笑） 

僕が世間に合わせられないのを承知の上で仲良くしてくれていて、何とも言え

ない開放感を味わいました(^_^)。 

 

 

こうして、自分を認め、受け入れ、肯定し、愛することで、自己愛が高まりま

した。 

 

 

自己愛が高まると、今までは本当の自分を隠すためにヨロイ越しで人と接して

いたそのヨロイを脱いで接するようになります。視界は広く、身体は軽く、こ

ころは満たされた状態で人と接するようになります。 

 

自分のできないところ、失敗するところ、計画性のないところ、緊張するとこ

ろ、活舌（かつぜつ）の悪いところ、とかも受け入れ、肯定し、愛しました。 

 

すると、本当の意味でオープンハートで接することができるようになりました。 

電話でもネットでもリアルでも、冗談言ったり、笑い話をしたり、ツッコミを

入れられるようになって、とっても楽しく話せるようになりました。 

 

短所は短所として、そっとしておくのが楽しく生きる秘訣です。 

得意なこと向いてることやりたいことはどんどん伸ばしていくのがオススメで

す。 

 

そして、 

できないことは「できません」。 

イヤなことは「イヤだからやめて」 

したいことは「それやりたい」と言うことで、 

どんどん自由に楽しく自然体でいられるようになりました。 
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どんな自分でも無条件に愛することで、自分が楽に生きられます。 

自分を無条件に愛することで、周りの人を無条件に愛することができるように

なります。 

変化は少しずつかもしれませんが、確実に着実にあなたの人生を愛の次元に戻

していきます。 

 

 

たまには痛いところを付かれてショックを受け、凹むこともありますよ、モチ

ロン。だけど、自然体でいること、ありのままの自分でいられること、ありの

ままの自分を受け入れてくれる人たちといるのが、とっても気持ち良いので 2

度とヨロイを身にまとうことはありません。 

 

「よくあんなの着ていたなぁ」 

「どうりで、しんどかったし、動きにくかったはずだ」 

 

と感慨深く振り返ることでしょう。 

 

 

 

「ある」ことに気付く 

乾いた心は、恐怖・欠乏・不安のフィルターで見ます。 

満たされた心は、全てを溢れる豊かさ・安心のフィルターで見ます。 

 

自己愛が高まるとは、心を自分で満たすことです。 

周りの人に振り回されることもありません。自分一人で抱え込んでしまうこと

もありません。短所を隠す必要もありません。 

世間の常識をきにせず生きられるようになります。 

 

時が経つにつれてみえてくるものがあります。 

恐怖・欠乏・不安のフィルターが掃除されて、 

楽しさ・豊かさ・安心のフィルターで見るようになります。 

セルフイメージが本来の高さに戻ります。 

 

自分の才能に気付きます。 

自分の魅力に気付きます。自分のすばらしさに気付きます。 

自分を見守り応援してくれている人々に気付きます。 
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ありのままの自分が愛されていることに気付きます。 

自分が自分を苦しめていたことに気付きます。 

限界は自分で決めていたことに気付きます。 

失敗しても大丈夫だと分かります。 

断っても大丈夫だと分かります。 

愚痴を言っても大丈夫だと分かります。 

やりたくないことはしなくて良いと分かります。 

周りの人の言うことに影響受けなくなります。 

 

 

安心して挑戦できるようになります。 

世間の常識にしばられない、自由な発想で行動できるようになります。 

思い切ったことができるようになります。 

人間関係が変わっていきます。 

同じ価値観の新しい友人と出会います。 

古い友人とは、新しい価値観の友人として再会します。 

そして、【愛の次元】で生きるようになります。 
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あとがき 

以上が愛の次元で生きるためにとっても大事な 3 つのことです。 

1990 年頃から始まった時代の変化が、2017 年に入りいよいよ本格化していま

す。今までの価値観や常識が大きく変わり、あたらしい時代への移行が進んで

います。 

一番楽で楽しいのは、あたらしい時代の価値観で生きることです。 

この文章は、そうしたあたらしい時代の価値観で生きたい人を対象にして書き

ました。 

みんなが、その人らしさを輝かせてやりたいことを生きる新しい時代。 

新しい時代に向けて、微力ながらお役に立てればと思います。 

 

読んでみていかがでしょうか？ 

感想なども送っていただければ幸いです。質問などもいただければ、何かの機

会に答えさせていただきます。 

この本（PDF）はご興味のある方、ご縁を感じる方にご自由に転送していただい

て構いません。Facebook など SNS でシェアもご自由にどうぞ。多くの人に届

けば嬉しい限りです。 

30 ページもの本を読んでくださり本当にありがとうございます。 

みなさん一人一人が、恐怖から自由になり本来の愛の次元で生きられるようお

祈りしています。 

 

                              大倉 幹也 

mikiya@mikiyaookura.com                                                         

http://mikiyaookura.com 

 

 

追伸 

愛の次元で生きるための次元上昇レッスンを限定で開催しています。 

【愛の次元】で生きることに興味のある方、【生存の次元】や【経済の次元】か

ら脱出したい方は、ぜひ、ごらんください。  

  

http://mikiyaookura.com/loveconcent.pdf 

 

 

  

http://mikiyaookura.com/
http://mikiyaookura.com/loveconcent.pdf
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「愛の次元」で生きるために 

とっても大事な３つのこと 
 

 
愛の次元で生きるためにとっても大事なこと１ 

～～本当にやりたいことに出会う～～ 

 

ステップ 1．やりたいことにチャレンジして、思い込みを見つける 

ステップ 2．やりたいことを思い出す 

      （オススメは：瞑想・散歩・単調作業・小さいころ） 

 

開放の涙が出たら、泣きましょう 

 

 
愛の次元で生きるためにとっても大事なこと２ 

～～楽しいプロセス（道中）を歩む～～ 

 

達成した時だけでなく、プロセス（道中）も楽しいものにしましょう♪ 

       目標や願望は変えたくなったら変えましょう 

   楽しさの循環が起きたら、興味ある人と一緒に楽しみましょう♪ 

 

愛の次元で生きるためにとっても大事なこと３ 
～～自己愛を高める～～ 

 

素の自分を受け入れる、認める。肯定する。愛そう 

声に出してみよう 

 

 
 


